
加工・流通

－押出成形における簡便な適合性評価－

成果の特徴
• 重力を利用してペースト状食品の物性の一つである引張強度を測定することで、
押出式3Dフードプリンタの成形適合性を簡便に評価できる手法を提案しました。

想定される用途・連携希望先
本手法は、押出式の食品成形加工機械におけるペーストや生地状原料の成形適合性
を事前に評価できる技術に応用できる可能性があります。
食品の成形加工業界との連携を想定しています。

ペースト状食品の引張強度
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押出不良安定成形

一般的な物性測定 ペースト引張強度の測定
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𝒓𝒓: シリンジ先端部半径

＜ ペーストを重力で引張る ＞

扁平化

緩い: 短く軽い 固い: 長く重い

Cf. 引張強度試験機

ペースト引張強度測定値 (Pa):
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